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ダイ ナミ クス の と の 関連 
K の 書籍 に つい て の 関連 情 き 
が 3 生 し た 全て の 書籍 その 一 覧 
の 書籍 の 内 容 ぃ 。 それ ら の 音訳 の プロ セス に つい て s 
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事例 研 究 


日 本 社会 は ~ 最初 に 今 の 体制 の 上 位 者 が 最初 に 設定 し た 慣行 が 今 
で 延々 と 続く 「 慣 性 社会 」 で ある 日 本 社会 は あるいは ヽ 今 ま 
通り の 前 例 が 氷 続 的 に 有効 な ヽ 情 性 で 動く 「 情 性 社会 」 で ある 
慣性 社会 、 居 性 社会 は 女性 優位 の 社会 が な な りや すい > 女性 優位 社会 
は ヽ ゝ 下位 者 が その まま で は 上 位 者 を 批 唱 で きず ヽ 上 位 者 に 対し て ひ 
た すら 平伏 し 続け る 「 批 億 不可 社会 」「 無 批 剃 社会 」 で ある 。・ そ の 
た め ヽ 女性 優位 社会 で は ヽ 下 位 者 は ヽ そ の 時 々 の 上 位 者 の 育 う こと 
に ひたすら 従っ て 動 こ うと する ・ そ し て ヽ 女 性 優位 の 慣性 社会 で 

は ヽ 次 世代 の 上 位 者 が ヽ 前 世代 の 上 位 者 の 作っ た 前 例 を ヽ 支配 体制 
が 根本 的 に 転覆 し な い 限 り 、 そ の まま 引き 継ぐ 慣行 の 世襲 が 行わ 
れる 慣 行 世 蒙 社会 で ある > そのため ヽ 慣性 社会 は ヽ 自 分 で は 自分 自 
身 の 慣 行 を 変え られ な い ・「 上 位 者 に よっ て 設定 され た 慣行 」 は ゝ 
後 か ら 不 具合 が 新た に 痢 明 し た 場合 、 誰 か に 変え て も ら う 必要 が あ 
る 。 慣性 社会 側 は 目 分 た ちの 慣行 を 外部 者 に よっ て 変更 され る 時 に 
盛ん に 「 嫌 々 」 の 行動 を 繰り 返し て 抵抗 する ぃ し か し ヽ い っ た ん 変 
更 さ れる と ヽ ゝ 変更 は ヽ 慣 性 社 会 に よっ て ヽ 途 端 に 手のひら 返し を さ 
れる 形 で 受容 され ヽ 歓迎 され る < これ は い ヽ 男 性 が 女性 へ 弾 引 に セッ 
クス を 仕掛 ける 時 の 女性 の 取る 反応 と 感じ が 似 て いる < 

慣性 社会 は 慣性 に 従っ て 動く ・ 慣性 社会 は ヽ 計画 動き 方 の 中 途 
変更 中 止 を 嫌う 慣性 社会 の 人 有 々 々 は 、 そ れ ま で 通り ヽ 今 まで 通り 
に 動 こ う ヽ 慣性 に 従っ て 行動 し よう と する * 

慣性 社会 は ヽ 予定 調和 の 社会 で ある 日 本 社会 に お ける 予定 調和 的 
を 慣行 は ヽ 談合 根回し ヽ 国 会 や 議会 答弁 事前 作成 と 読み 上 げ の 慣 
行 が その 典型 で ある 「 予 定 調和 的 社会 」 と は ヽ 予 め 罰 で どう 動く 
か 決め て お き ヽ 後 は ひたすら ヽ そ の 決め た 予定 通り に 粛々 と 動く 社 
会 で ある 全体 が 一 斉 に 一 体 と な っ て 動く の に 適し た 社会 で ある 
予定 調和 の 考え 方 は ヽ 相互 一 体感 同調 性 重視 の 女性 優位 社会 で の 
運動 で 頻発 し て いる 

慣性 社会 は 他人 へ の 答弁 内 容 と か ヽ い っ た ん 決め た ら ヽ 最初 か ら 
胡 近 、 あ るい は 最後 まで ヽ 一 貫 し て おぶ れず に ヽ 決 め て お いた 一 定 方 


ま 
で 





向 に 向かっ て 進む の を 好む 社会 で ある 。 そ し て 途中 で の 進行 方 針 変 
更 が ある と 混乱 し 、 そ の 状態 を 嫌う 社会 で ある その 点 ヽ 慣性 社会 
は 「 方 針 一 定性 重視 社会 」 ヽ 「 方 針 一 貫 性 重視 社会 」「 方 針 不 動 性 
重視 社会 」 と 冶 える * 

例え ば ヽ 日 本 の 国会 と か で ヽ 新型 イ ン フ ル エ ン ザ ワク チン 接種 で 、 
政府 側 の 方 針 変 更 で 議場 が 混乱 し て いる と か が その 一 例 で ある 


慣性 社会 は 当初 決 定 通 り 、 ひ た すら 進む の を 好む < 進行 を 慣性 に 
従う こと を 重視 する * 何事 も ヽ 途 中 で 変え た た り 中 止 す る の を 好ま 

ず ヽ 今 ま で 通り の 状態 を 続け よう と する 慣性 社会 は ヽ 決 定 変更 、 
中 止 に 柔軟 性 が 無く ヽ 硬 衣 し て いる < 


慣性 社会 は 進行 方 針 の ぶれ の 無 さ ヽ 不 動 性 と いう 点 で は ヽ 当初 植 
わっ た 通り ヽ 生 え 抜 く の を 重視 する ヽ 、 「 生 え ぇ 抜き 植物 的 社会 」 で あ 
る 生え 抜き 西 物 的 社会 は ヽ 誰 か 槽 えて くれ る 存在 を 必要 と する < 
と ある 人 間 社 会 集団 を 植物 に 見 立て た 場合 、 自 分 が どこ の 地点 に 西 
えら れる か は 槽 えて くれ る 存在 が 決め て ヽ 醒 物 自 身 で は 決め られ な 
いそ の 点 、 こ の 生え ぇ 抜き 植物 タイ プ の 社会 で は ヽ 自 分 の 立ち 位置 
の 決定 は ヽ 完全 に 他 力 本 願 に な る これ は まさ し く 植 物 と 運命 を 共 
に し て 定住 し て 生き る 農耕 民 社 会 を の も の の 姿 で ある 


日 本 社会 で は ヽ 血縁 者 同士 の みな ら ず 三 血 縁者 同士 も 一 体感 を 持っ 
て 同調 する ・ そ の た め ヽ 社会 全体 が 一 体感 を 持っ て 同調 する 。 そ の 
社会 を 動か す た め に は ヽ ゝ 同調 状態 を 保持 し た まま い ヽ 中 心 の 極 が 二 星 
の ご ど ご とく ヽ 周囲 に 自分 へ の 同調 集団 が 離れ な いよ うに し な が らい ヽ 今 
まで 通り の 一 定 方 向 に 移動 し 続け る し か な い 体制 転覆 時 の 初動 の 
動作 方 向 が ヽ そ の 後 の 社会 の 全体 的 な 全て の 動き を 決定 する この 
動き は ヽ 次 の 体制 転覆 時 まで 永久 に 続く 

慣行 社会 は 社会 全体 が 、 い っ た ん ある 方 向 に 動き 出す と その まま 
止ま ほら な い 液体 の 水滴 と 同じ で ある 液体 の 水滴 を 液体 分 子 群 の 
動き と 見 る こと で ヽ ゝ 個々 の 液体 分 子 を 一 人 の 人 間 と 捉え る こと で い ヽ 
液体 の 水滴 の 流れ と し て 日 本 社会 の 動き を 捉え る こと が で きる 
女性 優位 の 日 本 社会 、 す な わ ち 慎 性 社会 は ヽ 社 会 の 動き を ヽ 液体 の 
水滴 の 流体 力学 で の 動き と し て 捉え る こと が で きる 液 滴 社 会 水滴 
社会 で ある ・ す な わ ち る 慎 性 社会 は 液体 型 社会 の 一 種 で ある ・ あ るい 
は ヽ あ る 程度 光り 輝き な が ら 上 昇 方 向 に も 水平 方 向 に も 下降 方 向 に 
も 速く 動く 場合 は ヽ 破 星 的 社会 と も 呼べ る 





液体 の 水滴 は 重力 の 影響 で 降下 する こと か らい ヽ 液 体 的 社会 で ある 女 
性 優位 の 日 本 社会 は 、 そ の まま で は 社会 の あり 方 が どん どん 下方 に 
沈下 する 社会 で ある > 例え ば ヽ ゝ 話題 が ネタ 方 向 に どん どん 落下 す 
る な ど ぃ それは ヽ 上 に 行こ うと する 者 を 下方 に 引き ずり 落と す 社 会 
で ある それ は ヽ 降 下 社会 沈下 社 会 と 呼べ る < 


中 国 に お ける 道教 や 老 幸 思想 と ヽ 慣性 社会 や ヽ 液体 的 思想 と の ヽ 関 
連 ・ 


中 国 の 道教 や 老 料 思 想 に お ける ヽ 道 や ヽ 無 為 自 然 の 概念 と ヽ 慣性 に 
従っ て 行動 する こと と の ヽ 関 連 ・ 


赴 

それ は い ヽ 以 下 の 内 容 で ある 

物理 的 な 慣性 運動 法則 に 従っ て 動く ヽ 物 体 。 そ を れ ら に お ける ヽ 時 系 
列 的 に 把握 され る ヽ 空 間 的 な 通過 経路 ・ 

生物 に お ける ヽ ゝ 自動 的 な 自己 生存 と 自己 増殖 の 指向 の ヽ 永続 * そ 
うし た へ ヽ 慣 性 的 な 生命 物質 固有 の 、 ヽ 動作 法則 


その まま い ヽ 慣 性 に 従っ て ヽ 慣 性 に 合わ せ て ヽ ゝ 動き ヽ 生 きる こと < 
その こと を 指向 する こと 

そう し た 思想 の 内 容 は ヽ 一体 融 合 的 で ヽ 同調 的 で ヽ 調和 的 で ヽ 受動 
的 で ヽ 前 例 踏襲 的 で ある < 

それ ら は い ヽ 液体 的 思想 で ある < 

そう し た い ヽ 慣 性 重視 の 思想 で 動く 社会 > それ は ヽ 慣 性 社会 で ある * 


無為 自然 の 思想 

周囲 の 慣性 法則 に 従っ て 動く 存在 に 対し て ヽ 同 調 し ヽ 調 和 し て 、 ヽ 一 
緒 に ヽ 力 まず に ヽ ゝ 加工 せ ず に ヽ 動 く こ と < 

それ は ヽ 同調 や 調和 や 受動 性 を 指向 する 点 に お いて ヽ 液体 的 思想 で 
ある < 


万 物 斉 同 の 世界 

NR 3 36940 
。 液体 的 な 状態 

そう し た 状態 を 自然 で 理想 的 な 状態 と 捉え る ヽ 思 

それ は い ヽ 液 体 的 思想 で ある 


償 性 の 強 慌 


慣性 社会 の 概念 を より 正確 に 把握 する に は い ヽ 強 慣性 社会 (慣性 の 強 
い 社 会 ) と ヽ 翌 慣 性 社会 (慣性 の 弱 い 社 会 ) の 区 別 が 必要 で ある < 


強 慣 性 社会 と は 

と の 社会 の 構成 員 が 、 自 分 お 進む 方 向 と 速度 に つい て ヽ 初期 設 

た 方 向 速度 、 あ る い は 今 ま で の 方 向 導 馬 ああ の は に 
重視 し ヽ 進 む 方 向 と 速度 を 自分 か ら 自 発 的 に 変え る の を 好ま な い 度 
合い が 強い 社会 * 


弱 慣性 社会 と は 

て の 半 の 人 上 が 自分 が 人 方向 と 吉 度 に つい て 用 設 和 し 
た 方 向 速度 、 NE 

重視 せ ず ヽ ゝ 進む 方 向 と 速度 を 目 分 か ら 目 発 的 に どん どん 変え て 行く 
の を 好む 度合 い が 絢 い 社 会 








社会 的 慣性 の 概念 と の 関連 
慣性 社会 の 把握 に つい て は ヽ 欧 米 の 社会 学 が 生み 出し た 「 社 会 的 慣 
性 」 の 概念 に 和 触れ て お く < 必要 が ある > 


社会 的 慣性 に つい て 
人 間 の 持つ 、 こ れ ま で 先祖 が 信 作 し て きた 宗教 や 自分 の 所 属し て い 


た 隊 令 の 文化 の 維持 と いっ た い ヽ タ ま で 続い て きた 社会 的 翌 省 の 0 
を 目 分 た ち が 無 意識 の うち に 自然 に 行う 性 質 を 「 社 会 的 慣性 」 

ェ ー ル ・ ブ プル デュ ー が 1985 年 に 名 付け て いる ・ 
Bourdieu, Pierre (November 1985). "The Social Space and the Genesis of 
Groups". Theory and Society. 14 (6): 728. 


心理 的 性 格 と 慣性 


強い 慣性 で 動く 社会 に お SU 強い 慣性 の 性 格 
と な り ヽ 騰 い 慣性 で 動く 社会 に お ける 人 人 々 の 心理 的 性 格 は ヽ 弱い 慣 
性 の 性 格 と な る 


弱い 慣性 の 性 格 と は 

目 2 自身 の 今後 の 進行 度 方 向 を 目 分 の 力 で 目 主 的 ・ 目 発 的 内 
発 的 に 変動 きせ る 性 格 ・ 目 分 目 身 の 今 ま で の 進行 速度 ヽ 方 向 を 維持 
し よう と し な い 性 格 ・ 目 己 変 時 する 性 格 * 2 
持っ て いる 性 格 ・ 目 分 が 抱え る 不具 合 を 目 分 で 治す 性 格 


張 い 慣性 の 性 格 と は 

自分 目 身 の 今後 の 進 人 行 速度 、 方 向 を 目 分 の 力 で 自主 的 自発 的 + 内 
発 的 に 変動 きせ な い 人 性 格 > 今 まで の 進行 速度 、 IO 
よう と する 性 格 * 自己 変革 し な い 性 格 < MS 

電 8320 自分 が 抱え る 不具 合 を 治す の を 他 者 任せ に 


この 観点 あら は ヽ ゝ PBourdieu の 提示 する 社会 的 慣性 と は ヽ 人 間 が 社会 
心理 的 に 相当 強い 慣性 の 性 格 な いし 傾向 を 持っ て いる こと の 現れ で 
ある と 見 る と と が で きる < 











個人 の 社会 心理 的 な 慣性 の 強 さ (degree of inertia) の 測定 は ヽ 自己 
の あり 方 を 自力 で 変化 させ る 度合 い ヽ 自己 変革 の 度合 い (degree of 
self change) の 強 さ の 測定 に よっ て な され る 


メタ な 視点 の 導入 


社会 の 慣性 の 強 さ に 関し て は ヽ ゝ さらに ヽ メ タ の 視点 の 導入 が 新た に 
必要 で ある < 


一 見 、 弱い 慣性 で 動い て いる か の よう に 見 える 社会 も ヽ 見 方 を 変 

る と 絢 い 慣性 に 従っ て 動い て いる < 

つま り い ヽ 今 まで 維持 し て きた 「 弱 い 慣 性 の 性 格 」 を 今後 も 維持 し よ 
うと する 性格 が それ で ある 。・ あ るい は い ヽ 今 まで 鈴 持 し て きた 「 層 い 
慣性 の 性 格 」 を 今後 も 変え な い ヽ 自己 変革 し な い 性 格 が それ で あ 

る c (先祖 代々 受け 継い で きた ) 「 有 弱い 慣性 の 性 格 」 を 強い 慣性 
を 伴っ て ヽ 自分 で は 変化 させ ず に その まま 持ち 続け る 性 格 が それ で 
ある 

「 弱 い 慣性 」 を 強い 慣性 で 持つ 社会 の 事例 と し て ヽ ゝ 西欧 北米 社会 が 
あげ られ る その 社会 で は ヽ 「 騰 い 慣 性 」 で 動く 新 領域 開拓 者 と し 
て の 社会 的 伝統 を ヽ 強い 慣性 で 保持 し 続け て いる 。 そ し て ヽ 残 っ た 
未 四 領域 を 効率 よく 効果 的 に 探査 する ため に 進行 速度 方 向 を 適 
宜 か つ 顔 往 に 変え る こと を 行っ て いる が ヽ ゝ その 低い 慣性 で 動く こと 
が 伝統 的 な 文化 に な っ て いる ・ そ の 意味 で は ヽ 低 い 慣 性 で 動く 文化 
の 保持 は ヽ 強い 慣性 に 従っ て いる と 冶 え る * 


マ ク ロ どき ク ロ の 視点 の 導入 


社会 の 慣性 の 強 さ に 関し て は ヽ あ る い は ヽ マ クロ と ミク ロ ヽ す な わ 
ち 視 点 の 広角 性 か ら の 分 析 も 必要 で ある < 


ミク ロ で は 慣性 に 従わ ず 自 発 的 に 動い て いる よう に 見 える が ヽ マ 
で 見 る と 慣 人 こ に 従っ て 動い て いる 
MA 
見 える が ヽ 全体 を 犬 局 的 1 こ 見 渡す と 慣性 に 従っ て 動い て いる 
日 本 社会 で は 、 ミ クロ な 視点 で 見 る と 人 々 は 自発 的 に 周囲 の 他 者 と 
紅 や か な 対人 関係 を 構築 し て いる よう に 見 える 一 方 ヽ 日 本 社会 全 
体 を マク ロ な 視点 で 広角 的 に 見 渡す と ヽ 互 い に 周囲 に 合わ せ て 一 体 


と な っ て 一 斉 に 一 定 方 向 ( 脱 亜 入 欧 の 方 向 ) に 動い て いる < 


償 性 社会 の シミ ュ レ ーション 
倫 褒 ・ 慣 性 社会 の シミ ュ レ ーション で 実現 すべ きこ と < 


自ら 動作 速度 動作 方 向 を 変え た よう と する 意思 を 持た な い 物理 的 物 
体 の 動き の シミ ュ レ ーション は い ヽ 全 て 慣性 社会 の レミ ュ レ ーション 
に 該当 する 

例え ば ヽ 現 時 点 で 筆者 が 考案 用意 し て いる 気体 的 社会 の シミ ュ 
レー ショ ン 動 画 に お いて は ヽ 各 個体 は 自由 な 方 向 に バラ バラ に 高速 
で 飛び 回 る こと に な る し か し い ヽ 各 個体 は 自分 自身 の 進行 速度 、 
方 向 を ヽ 初速 の まま で 特に 決め て いな いそ の た め ヽ 各個 体 は 物理 
的 な 慣性 に 従っ て 動作 し て いる こと に な り ヽ 「 和 弱い 慣性 」 の 概念 を 
六 れ る の お が で き で い 流 ゆい 

弱い 慣性 で 動く 社会 の レミ ュ レ ーション に お いて は ヽ 社 会 に お ける 
各個 体 の 能動 的 で 自主 的 な 動作 速度 動作 方 向 の 変更 を 表現 する 必 
要 が あり ヽ 各 個体 の 「 動 作 の 自発 性 」 を 表現 する 必要 が ある その 
た め に は ヽ ゝ 各個 体 に 「 生 命 」「 生 き 生 き と す る 性質 能力 」「 自 由 
意思 」 を 馬 え る 必要 が ある 。 す な わ ち ヽ 各 個体 に 「 弱 い 慣 性 」 を 三 
える た め に は ヽ ゝ 水槽 の 中 を 泳ぐ 「 生 き て いる 」 メ ダ カ の 各個 体 が 自 
発 的 自主 的 に 泳ぐ 方 向 を 変え る の と 同じ こと を シミ ュ レ ーション 
で 実現 する 必要 が ある 筆者 は これ を 実現 し た い 

個体 が ひたすら 慣 性 に 従っ て 動く こと は ヽ あ る 意味 、 そ の 個体 は 
「 死 ん で いる 」「 生 命 で ある こと を 放棄 し て いる 」 こ と と 同じ で あ 
る o 


高 慣性 社会 の 日 本 社会 ヽ 女 社会 の レミ ュ レ ーション に は い ヽ 液 滴 の 動 
き の 物 理化 学 的 シミ ュ レ ーション が 有効 で ある ? 慣性 に ひたすら 
従っ て 生き る 日 本 人 や 女性 は ヽ 上 記 の 観点 あら は ヽ 死ん で いる ヽ 生 
き 物 らし く な い 生 活 を し て いる と と に な る と 冶 える 


社会 的 遺伝 子 と 粒子 の 属性 ・ 


社会 的 属性 に つい て ヽ 遺伝子 モデ ル を 作成 する こと ・ そ れ は へ 慎 性 
社会 の 再現 に お いて ヽ 有効 で ある 

各 人 の 属性 ・ (年 齢 性 別 、 資 産学 歴 収入 ヽ 資格 + 配 偶 者 の 有 
無 ヽ 居住 場 所 宗教 ・・・。・) それ ら を 遺伝 子 の よう な 形 で 並べ ヽ 
他 者 と 交配 可能 に する こと > 他 者 は ヽ 配 偶 者 だ け で な く ヽ ゝ 友人 や 上 
位 者 や 下位 者 も 含む 

各 粒 子 に 社会 的 遺伝 子 を 用 意 す る こと < 

経済 の 概念 を 導入 する こと 社会 的 地位 の 概念 を 導入 する こと 相 
対 的 成功 者 と 和 失敗 者 と を 分 ける こと * 

得 た 形質 を ヽ 社会 的 遺伝 子 で 粒 子 毎 に 分 割 し ヽ 他 の 粒子 と どく ぐっ つけ 
る こと 突然 変異 率 を 付け る こと 

どの タイ プ の 炒 子 が 生き 残り 0 や すく ヽ 死 滅 し や すい の は どの タイ プ 
の 粒子 か を 算定 する 





目 由 意思 を 備え た 憶 慣性 的 粒子 の 作成 手順 


9 本 


意思 を 持っ て 弱 慣性 的 に 動く 生物 的 粒子 ゝ (動く 単細胞 生物 み 
も の の コン ピュ ー タ ー シ ミ ュ レ ーション s ) それ を 作成 する 
。 内 部 に 目 (カメ ラ ) ヽ ゝ 神経 回 路 鋼 (感情 + 自 由 意思 ) を 作る 
運動 機能 も 作る < 
初 は 一 番 単 績 な 粒子 か ら 作 り ヽ 人 徐々 に 複雑 に し て いく 最初 は カ 
メラ で の 視覚 の み 次 に 感情 ( 快 ヽ 不快 ) 機能 、 自 由 思考 機能 ( ラ 
ンダ ム サ ッ ケー ド ) ヽ ゝ 意思 決定 機能 、 と いっ た 意識 機能 を 実装 する 
こと 次 に 記憶 機能 を 実装 する こと 最後 に 外部 出力 刻印 機能 、 移 
動 運 動機 能 を 実装 する こと * 


環境 は ヽ 最初 は 2 次 元 の 0 と 1 の 数 値 並 びと する 1 個 か ら 始 め て ヽ ゝ 
2x2 個 3x3 個 と 増やし て いく こと < 

環境 中 の 0 ヽ 1 の 数 値 は ヽ 各 場所 に 固定 と する あるいは 流動 する こ 
ま o 

環境 中 の 0 ヽ 1 の 数 値 は ヽ 時 間 と と も に ラン ダム に 書き 変わ る か ヽ 書 
き 変 わら ず に その まま の 状態 を 持続 する 


病 m 訟 還 
や rr 包 肝 


最初 は 環境 中 の 0 ヽ 1 の 数 値 分 布 を 知覚 、 取 得 し て ヽ 記憶 し ヽ そ れ を 


も と に 次 に 進む 方 向 を 決め る プロ グラ ム か ら 開 始 す る 。 数値 を 
push,pop 記 憶 で 学習 する こと 反応 は ヽ 生生 だら の に だ の 
と ?) と 男性 (違っ を たら そちら に 進む こと *) を 作る こと と * 
環境 の 取る 数 値 を 変化 する スレ ッ ド ヽ 生 物 的 粒子 に よる 環境 数 値 知 
覚 の スレ ッ ド ヽ ゝ 記憶 スレ ッ ド ヽ 感 情 と 理性 の スレ ッ ド ヽ お よび 動作 
出力 の スレ ッ ド (動作 出力 結果 が 環境 に 変化 を 句 を る か どう か の オ 


ZS 


社会 的 遺伝 子 の 研究 と 合体 させ る こと まず は 性 別 か ら 導 入 し て い 
く 0 で 

女性 的 粒子 ・ 環境 か ら 0 が 来 た ら 0 を ヽ 1 が 来 た ら 1 を 出力 する 確率 * 
の 数 値 が 高い < 前 例 順 守 ヽ 前例 同調 の 粒子 

男性 的 粒子 * 環境 か ら 0 が 来 た ら 1 を ヽ 1 が 来 た ら 0 を 出力 する 確率 
その 数 値 が 高い < 前 例 破 壊 新 秩序 樹立 の 粒子 < 

粒子 と 性 差 と の 関係 、 お よび ヽ 柏 子 の 慣性 心理 を 実装 する こと < 


自由 意思 を 持っ た 粒子 は ヽ 以 下 の よ うに 振る 舞う 

自分 で 自分 の 行動 を 決断 する こと 失 野 位置 を 決定 する こ と 視野 
か ら 飛 び 込 ん で < る 情報 を 確定 する こと 入っ て きた 情報 を 記録 す 
る こと > 入力 情報 に つい て どの よう な 出力 動作 を する か 選択 する こ 
過去 の 事例 か ら 検索 し て 選択 する こ と 。 過去 の 事例 と 違う 出力 
を 試す と き ヽ 分 か ら な いと き は ラン ダム で 選択 する 動作 を 出力 す 
の 9 、( 何 もし な い の も 合せ ・) 外部 時 を な える こと (か 何 
も し な い ) こと > フィ ー ド バッ ク (成功 ・ 矢 敗 ヽ 未 確 定 ) を 得る 
の 


// 

得 た 入力 : 決定 し た 出力 : 成功 失敗 の 度合 い * 

// 

入力 知覚 で 集中 力 が あっ て 即時 に 記憶 し ヽ 出力 決定 へ の 思考 に 回 せ 
る か い ヽ 集中 力 に 欠 け て 別 の 数 値 と 謀っ て 訟 識 し ヽ 出 力 決 定 に 至ら な 
いか どう か を 分 ける 

入力 が あっ た 電 と 同じ 井 に 数 値 を 加重 刻印 し よう と する 成功 確率 
は 実験 に より 変動 * 反 対数 値 へ の 書き 換え 成功 確率 は 低く ヽ 同一 数 
値 塗り 重ね は 成功 確率 が 高い 反対 数 値 へ の 書き 換え は 青色 同一 
数 値 の 塗り 重ね は だ いだい 色 に する 同一 数 値 塗 り 重 ね を 女性 的 粒 
子 ヽ 異な る 数 値 へ の 変更 を 男性 的 粒子 と する こと * 


NN まえ 合戦 と か 実現 させ る 復古 的 右 
拭 粒子 ( 元 の 数 値 に 租 を うと する こ と ?) と 草 新 的 左翼 粒子 ( 新 し 
い 数 値 に し よう と する こと ) を 分 ける こと 

書き 換え 顔 度 の 高い 井 と 低い 井 が 出来 て ヽ 疾 度 の 高い 井 に 群がる 粒 
子 と ヽ 疾 度 の 低い 井 に 群がる 粒子 と を 分 ける 

中 心 部 の 井 と ヽ 周辺 部 の 井 が 出来 て ヽ 中 心 部 を 目指 す 粒 子 と ヽ 周辺 
部 を 目指 す 粒 子 と を 分 ける * 

処女 井 と 経験 者 井 が 出来 て ヽ 処 女 井 を 目指 す 粒 子 と ヽ 経 験 者 井 を 目 
指す 粒子 と を 分 ける 

生か ーー ソー 

と ヽ 文字 あり 井 を 目指 す 粒 子 と を 分 

粒子 は ヽ 電 の 状態 変化 を 観察 し 統 2 NO 者 
の 状態 に 変化 が な いか 探し 続 \ け る ・ 

状態 に 変化 が あっ た 井 と 変化 が な い 弁 が あっ て 、 粒子 は ヽ 変 化 が 

あっ た 乾 を 目指 す * 

ミク ロ な 変化 を 察知 する 近視 眼 の 粒子 と 、 マ クロ な 変化 を 察知 する 
遠視 の 粒子 に 分 か れる こと 

粒子 は ヽ 最初 か ら 遺 伝 的 に 性 格 を 分 ける (最初 か ら 性 格付 け を す 
る こと こと) だ け で な く ヽ ある 程度 学習 で も 決ま る よう に する < 

各 粒 子 に 社会 的 遺伝 子 を 用 意 す る こと < 

経済 の 概念 を 導入 する こ と ・ 社会 的 地位 の 概念 を 導入 する こと 。 相 
対 的 成功 者 と 失敗 莉 と を 分 の こる 

得 た 形質 を ヽ 社会 的 遺伝 子 で 粒子 毎 に 分 割 し ヽ 他 の 粒子 と くっ つけ 
る こと < 突然 変異 率 を 付け る こと 

どの タイ プ の 炒 子 が 生き 残り 0 や すく ヽ ゝ 死滅 し や すい の は どの タイ プ 
の 粒子 か を 算定 する 


(具体 例 ) 
その 時 々 の 体調 ( 蝶 う つ ・) : 快調 ヽ 不 調 
0 VH 20 所 づく こと ) ヽ 不 快 (遠ざかる こ 
6 

出力 対象 へ の 感情 





書い 
計 


近づく こと ) ヽ 不 快 ( 衣 ぎ ざか る こと >) 
時 IP 2 (進ん で 行う こと * ) ヽ ゝ 不快 (いや が る こ 
と 
失敗 へ の 不安 感 の 強 さ : 不安 ヽ 大 丈夫 
前 例 へ の 依存 心 の 強 さ (対象 に 対し て 既に 使用 し 成功 し た 数 値 を 出 
力 する 欲求 ) : 強い (不安 ) ヽ 弱 い (大 丈夫 ) 


人 II 
{ ヽ ヽ 級 い < 

ば くち 打ち へ の 欲求 の 綴 さ (ラン ダム 数 値 出力 欲求 ) : 強い ヽ 双 い 
昭和 

出力 待ち へ の 欲求 の 綴 さ き . すぐ 出力 する ヽ ま だ 出力 し な いこ と < 

(その うち 出力 する こと ) : 今後 も 決し て 出力 し な い * 

出力 へ の 態度 の 固 さ : 確実 に 決定 する ヽ 適 当 に あて ずっ ぱ ぽう に 決定 
の oc 

新た な 入力 刺激 を 求め て の 移動 、 入 カ ター ゲッ ト 了 取り替え の 速 さ : 
速い (男性 的 ) ヽ ゆ っ くり (女性 的 ) 





入力 ヽ 出力 位 連 の 記憶 ・ それ は 次 の 内 容 で ある 前例 あ り ヽ 前例 数 
値 ヽ 前 例 無 し を 分 類 し た デー タベース = 


環境 数 値 で は な く ヽ 他 粒子 の 存在 を 認識 する ・ 相 手 の こ と を 既に 

知っ て いる か どう か (既知 か ヽ 未 知 か < ) それ を 疫 別 する こと 

別 の 粒子 に つい て の 粒子 脳 内 機能 が 必要 に な る < 

他 粒 子 の 位置 を 知覚 する こと < 

他 粒 子 の 脳 内 特徴 を 知覚 し ヽ 他 粒子 の 脳 内 状態 を レミ ュ レ ー ト する 

他 粒 子 仮想 脳 を 構築 する こと ( 他 の 個別 粒子 毎 に 別 ス レッ ド を 立 

て る こと とりあえず 上 限 を 3 つく らい に する こと 。) 

他 粒 子 が 自分 と どの 程度 同じ 感情 の あり 方 ヽ 記 憶 内 容 を 持っ て いる 

NM 128000 和 800 
に 入れ る 


他 粒 子 ど と コミ ュ ニ ケー ショ ン を する こと 刺激 信号 を 相手 粒子 に 送 
る こと < 反応 を 見 る こと 粒子 を プロ セス に 見 立て て プロ ャ ス 間 通 
信 を 行う こと 

通信 アプ ロト コル 確立 を 試行 する こと < 刺激 信号 送信 ・ 反 応 あ りこ 
と ( 快 ヽ 不快 ) か ヽ 無 反応 (気付 か な い ヽ 気付 いた が 無視 され た 
= 無関心 で ある ) か 見 る こと < 

相手 が 無 反 応 時 に ヽ 繰 り 返 し 刺激 信号 を 反応 が ある まで 送る か ヽ あ 
きら め る 。 何 回 送っ た ら あ きら め る か こと 。 送 倍 先 相 手 に 興味 が あ 
る ヽ 好 き で ある 程度 で 決め る > 同性 、 異 性 で 違う 回 数 と する こと 


相手 と の 接続 が 確立 され た 時 の 行動 を 決め る < 


相手 に 4 と 相手 が 目 分 に と っ て 快 か 不快 か を 伝え 
る ・ 【 感 情 的 ) カ * 中 立 を 伝え る こと (理性 的 ) こと > 刺激 信号 


相手 か ら 情 報 を 受け 取る こと 自分 が 相手 に と っ て 快 か 不快 か を 伝 

えて も ら う < ( 感 人 情 的 ) か ヽ 中 立 を 伝え て も ら う こと cs (理性 的 ) 

こと 相手 か ら の 刺激 信号 を 受け 取る こと < 

相手 か ら 情 報 を 聴き 出す こと > 不明 情報 が 何 か を 自分 の 脳 内 か ら 取 

り 出 す 。 そ れ を 相手 に 刺激 信号 を 送っ て 質 問 す る こ と 

相手 に 答え を 返す こと 自分 の 脳 内 の 記憶 $ 中 域 に 一 通り スポ ッ ト を 

当て る こと 知っ て いる か どう か こと 知っ て いる 場 合 は 答 は 何 

か 。 そ の 記憶 知識 の 正確 度 は どれ くら いか ・ 相 手 に どの くら 5 いま で 

伝え る か (相手 へ の 信用 度 ・ 相 手 へ の 好感 度 で 決め る こと >) 

相手 か ら 情 報 を 受け 取る こと 知覚 で きた か 理解 で きた か 自分 

の 予期 し て いた の と 同じ だ っ た か ヽ 和 違っ た か 正しい と 考え られ る 

か ヽ ゝ 間違っ て いる 感じ か 自分 の 好み に 合っ て いた か ヽ 合 わな か っ 

た か 

相手 に 情報 を 受け 取っ た 反応 を する こと 相手 に 表情 を 見 せ て 反応 

を 返す こと ( 快 ヽ 不快 ) か ヽ 無 反応 、 無 視 を 決め 込む こと < 

上 返礼 の 情報 を 返す こと < (役立っ て 感謝 で きる こと < 役立た 
感 席 で き な い こ と ?) 

相手 に 自分 の 状 人 を 伝え る こと 

相手 に 相手 自身 の 状態 を 聞く こと > 


相手 と の 共通 性 、 同 一 性 近接 性 の 度合 い を 把握 する こと 仲間 か 
どう か を 間 定 する こと 

話題 が 合う こと 

その 話題 に つい て 意 意見 が 合う こと 9 

その 話題 に つい て 持っ て いる 知識 水準 が 合う こと ・ 

その 話題 に つい て 知 衣 水準 が 合う oe の 

その 話題 に つい て 運動 能力 水準 が 合う こと < 

上 記 の それ ぞ れ に つい て ヽ 自分 と 相手 が それ ぞ れ 認識 し た か 和 償 か を 
互い に 目 己 麟 断 す る こと < 


祖 考 と の 上 下関 係 、 強弱 関係 を 把握 する こと 大 別 感情 の 発生 ・ 自 
分 に 有 っ て 相手 に 無い こと 相手 に 有 っ て 自分 に 無い こと 

知識 水準 自分 が 知っ て いて ヽ ゝ 相手 が 知ら な いこ と 相手 が 知っ て 

いて ヽ 自分 が 知ら な いこ と 





知能 水準 * 自分 が 理解 で き て ヽ 相手 が 理解 で き な い こと 相手 が 理 

和解 し て いて ヽ 自分 が 理解 で き な い こと 

NR 5 自分 が 動け て 相手 が 動け な い ・ 相手 が 動け て 目 分 が 
け な い s 


各 水 準 で の 相互 の 強弱 を 、 ト ー タ ル 合 算 す る こと < 自分 の 重視 する 
水準 種類 で ヽ 最終 的 に 相手 が 自分 より 上 か どう か を 激 定 す る * 
相互 に 装 定 結果 情報 を 交換 する こと < 

剃 定 が 双方 で 差 が ある こと で 合意 に 至る (主従 関係 *) 差 が ある 
こと の 合意 に 全 ら な いい ヽ 決 用 す る ・ (ライ バル 関係 * ) 


相手 が 同調 一 体 化 指向 か ヽ 分離 独 立 指向 か (ウェ ッ ト か ヽ ド ライ 
か ) を 把握 する こと * 

し ば らく 互い に 動い て 相手 を 見 極め る こと 

相手 が 自分 に 合わ せ た 動 き > (ウェ ッ ト ヽ ドラ イ ) を 取る こと s 取 
ら な いこ と 

自分 が 相手 に 合わ せ た 動 き > (ウェ ッ ト ヽ ドラ イ ) を 取る こと > 取 
ら な いこ と 


相手 に 表情 を 出す こと > 表向き の 表情 > (相手 に 見 せる こと >) 内 
面 の 表情 。 (相手 に 隠す こと >) 

研究 者 用 ・ 各 粒 子 の 脳 内 の 状態 を マル チ で 同時 に 参照 で きる よう に 
0 

行動 発生 数 値 閣 値 > ニュ ー ロ ン 発 火 と 同様 。 


上 記 は ヽ ミ クロ な 神経 回 路 を その も の で ある 


同じ 通信 プロ トコ ル の 相手 の 場合 ・ 相 手 に 話 が 通じ や すい ・ 
邊 う 通 信 プ ロト コル の 相手 の 場合 ・ 相 手 と の 話 が ヽ 通 じ に くい か ヽ 
通じ な い ・ 相 手 と の 間 で ヽ 通 信 プ アプ ロト コル を 統一 する 必要 が ある < 


ダイ ナミ クス の 強弱 と の 関連 


ダイ ナミ クス の 弾 尼 (ダイ ナミ ッ ク で ある か どう か ) と は : 
褒 財 定 間 を 縦横 無尽 に 駆け 巡る 度合 い の 強 弱 ・ 存在 位 舞 変動 の 大 き 
さ ? 進行 速度 の 大 き さ ヽ お よび 進行 方 向 の バリ エー ショ ン の 多 さ 


社会 の ダイ ナミ クス の 弥 弱 と 慣性 の 纏 翌 と は ヽ あ る 程度 関係 が あ 

る 。・ す なわ ちい ヽ 目 由 意 思 で 動き 回 れる スペ ー ス の 広 さ と ヽ 慣 性 の 弱 
さと が 比例 する ・ 目 由 意 思 で 動き 回 れる スペ ー ス が 狭い と ヽ 周囲 の 
動き に 合わ せ て 動く し か な く な り ヽ それ は 慣性 に 従っ て 生き る こと 
と 同じ で ある 日 本 社会 や 女 社 会 が この 低 ダ イナ ミッ ク な 社会 に 当 
て は まる 


私 の 書籍 に つい て の 関連 情報 
私 が 執筆 し た 全て の 書籍 ・ そ の 一 覧 ・ 


Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) Sex Differences And Female Dominance 
Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) 性 列 差 只 和 女 性 主 号 地 位 
Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) Ilo7roBbre Da37IMHMg 水 GHCKOe 


TDeBOCXOCTBO 
Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) 男女 の 性 差 と 女性 の 優位 性 





Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) Female-Dominated Society Will Rule The 
World. 

Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) 女性 主 呈 的 社会 哲 氏 治 世界 

Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) O6rmecTBo, B KOTODOM OMMHHMDYIOT 

氷 eHITrHbI, 0YeT TIDaBTb MHDOM. 


Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) 女性 優位 社会 が 世界 を 支配 する * 


Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) Mobile Life. Settled Life. The origins of social 
sex differences. 

Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) 移 効 生活 ・ 定 居 生 活 ・ 社会 性 列 差 妊 的 起 
源 * 

Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) Mo6rrrbHag 了 ※raHb. DeTYJIHTDOBaHHag KH3Hb. 
McTokr CoralbHbIX Da37ITHMI TO TTO7IOBOMY TDMH3HaKY, 


Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) 移動 生活 * 定住 生活 社会 的 性 差 の 起 





源 


Ilwao Otsuka (Aug 12, 2020) Life Is Dark. Human Beings Are Dark. 
Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) 生命 赴 鵜 暗 的 * 人 美 起 財 暗 的 
Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) 水 rar TeMra. HerOBedeCKMe CYIIeCTBa 


TeMHbI. 
Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) 生命 は 暗黒 で ある > 人間 は 暗黒 で ある 


Ilwao Otsuka (Aug 21, 2020) On Atheism and the Salvation of the Soul. 
Live by neuroscience! 

0 Otsuka (Aug 21, 2020) 珍 元 神 疹 怠 寂 魂 的 救 峡 * 工 神 既 科 学生 

子 ! 

Iwao Otsuka (Aug 21, 2020) O6 arersMe crraceHrr VITr. 2KrB 
HeBDO7IOTLeM! 

Iwao Otsuka (Aug 21, 2020) 無神論 と 魂 の 救済 に つい て 脳神経 科学 
で 生き よう ! 


Iwao Otsuka (Aug 24, 2020) Dryness. Wetness. Sensation of humidity. 
Perception of humidity. Personality Humidity. Social Humidity. 

Iwao Otsuka (Aug 24, 2020) 十 性 ・ 湿気 > 湿度 的 感 党 ・ 対 湿度 的 感 
知 * 性 格 湿度 ・ 社会 湿度 

Iwao Otsuka (Aug 24, 2020) Cyxocrp. Mokpora. CeHCartMg BaKHOCTI. 
BocrrDrgTre BIaKHOCTI. JIrdHOCTHag BaKHOCTb. COLIa7TbHa 
BIa ポ HOCTb. 

Iwao Otsuka (Aug 24, 2020)0 ド フラ フイ さ 。 ぃ ウェット さ ? 混 度 の 感覚 。 湿 
度 の 知覚 。 性格 の 湿度 ・ 社会 の 湿度 


Ilwao Otsuka (Aug 26, 2020) Gases and liquids. Classification of behavior 
and society. Applications to life and humans. 


Iwao Otsuka (Aug 26, 2020) 気体 和 液 体 行 該 与 社会 的 分 美 ・ 在 生活 
和 人 美 中 的 成 用 

Iwao Otsuka (Aug 26, 2020) Ia3pr r 水 KocTr. KTaCCM ゆ KaTIMg 
TTOBeIeHr H 00ITIeCTBa. ITDrIMeHeHre K 2KH3HL MI HeIOBeKV. 

Iwao Otsuka (Aug 26, 2020) 気体 と 液体 * 行動 や 社会 の 分 類 ゝ 生命 や 
人 間 へ の 応用 ・ 


Ilwao Otsuka (Sep 3, 2020) Elements of livability. Functionalism of life. 
Society as life. 

Me Otsuka (Sep 3, 2020) 宜 居 的 要素 生活 的 功能 主 又 ・ 社会 即 生 
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Iwao Otsuka (Sep 3, 2020) 3ewerrpr 0arOyYCTDOeHHOCTI. 
①yHkrtrOoHa7TbHOCTb ポ H3HL. 0ITeCTBO KaK 3Hb. 

Iwao Otsuka (Sep 3, 2020) 生き や すさ の 率 * 生命 の 機能 主義 * 生命 と 
し て の 社会 


Iwao Otsuka (Sep 4, 2020) The laws of history. History as a system. History 
for life. 


Iwao Otsuka (Sep 4, 2020) 万 史 的 規律 太史 走 一 介 和 糸 氏 万 史 的 生 
ンス 

是 ? 

Iwao Otsuka (Sep 4, 2020) 3akorpr rcroDrr. MCTODM KaK CHCTeMd. 
McToDrg Ha BCIO 水 H3Hb. 

Iwao Otsuka (Sep 4, 2020) 歴史 の 法則 > シス テム と し て の 歴史 生命 
に と っ て の 麻 史 < 


Ilwao Otsuka (Sep 21, 2020) Social Theory of Maternal Authority. A 
Society of Strong Mothers. Japanese Society as a Case Study. 

Iwao Otsuka (Sep 20, 2020) 母 恭 威 的 社会 理 形 ・ 強勢 母 素 的 社会 > 以 
日 本 社会 妨 條 案 人 研究 

Iwao Otsuka (Sep 20, 2020) Corrra7pHag TeODrg MaTeDrHCTBa: OOrrtecTBo 
CrUIbHbIX MaTeDe 牙 . 狼 TTOHCKOe 00ITeCTBO KaK TDMeD. 


Iwao Otsuka (Sep 15, 2020) 母 権 社会 論 一 放 い 母 の 社会 * 事例 と し て の 
日 本 社会 > 一 


Iwao Otsuka (Sep 21, 2020) Mechanisms of Japanese society. A society of 
acduired settled grouDs. 

Iwao Otsuka (Sep 21, 2020) 日 本 社会 的 机 制 > 后 天 定 居 和 群体 的 社会 
Iwao Otsuka (Sep 21, 2020) MexamrsMpr roHckoro 00mecrBa. O6mecrBo 
TDrOODeTeHHbIX OCeIUIbIX TDYIT. 

Iwao Otsuka (Aug 28, 2020) 日 本 社会 の メカ ニズム 後天 的 定住 集団 
の 社会 ・ 


Iwao Otsuka (Oct 25, 2020) Inertial Society 

Iwao Otsuka (Oct 25, 2020) 慣性 社会 (中 文 版本 ) 
Iwao Otsuka (Oct 25, 2020) rHeprrroHHoe o6mecTBo 
Iwao Otsuka (Oct 25, 2020) 慣性 社会 (日 本 語 版 ) 


Iwao Otsuka (Oct 27, 2020) Neurosociology 

Iwao Otsuka (Oct 27, 2020) 神 侍 社会 学 (中 文 版本 ) 
Iwao Otsuka (Oct 27, 2020) Hefpocorrro7Orrg 

Iwao Otsuka (Oct 27, 2020) 神経 社会 学 (日 本 語 版 ) 





Iwao Otsuka (Oct 29, 2020) From transportation-centric society to 
communication-centric society. The Progress of Transition. 

Iwao Otsuka (Oct 29, 2020) 人 人 以 交 通 訪中 心 的 社会 向 以 通信 訪中 心 的 社 
会 * 特 型 的 湖 < 

Iwao Otsuka (Oct 29, 2020) Or o0rmecrBa, ODreHTHDOBaHHOTO Ha 
TDaHCTIODT, K 00ITeCTBY, ODeHTLDOBaHHOMY Ha KOMMYHMKaIIHH. TIDOTDeCC 
IIeDeXOIHOTO TeDLOId. 

Iwao Otsuka (Oct 29, 2020) 交通 中 心 社会 か ら 通 信 中 心 社会 へ 移行 の 


隊 
油 


Iwao Otsuka (Nov 9, 2020) The Sociology of the IndiVidual -The Elemental 
Reduction Approach. 

Iwao Otsuka (Nov 9, 2020) 全 人 社 会 学 - 元 素 述 原 法 

Iwao Otsuka (Nov 9, 2020) Corrro7rOrrg JEIHHOCTH - づ 6MeHTHpIH IIOIXOI K 
COKDaITIeHMIO. 

Iwao Otsuka (Nov 9, 2020) 個人 の 見 える 社会 学 一 有 要素 還元 アプ ロー 

チ ナ ニー 


Iwao Otsuka (Nov 9, 2020) Introduction Of A White Tax To Counter 
Discrimination Against Blacks. 

Iwao Otsuka (Nov 9, 2020) 引 入 曰 人 税 以 打 吉 対 昌 人 的 岐 祝 

Iwao Otsuka (Nov 9, 2020) Bserenrre 0e7IOro HaOra UI 
TIDOTMHBOIIeMCTBM UMCKDMHMIMHaTLIHL HeDHbIX 


Iwao Otsuka (Nov 9, 2020) 黒人 差別 対策 と し て の 人 税 導 入 


Iwao Otsuka (Nov 20, 2020) Personality and sensation, Derception. Light 
and dark. Warm and cold. Hard and soft. Loose and tight. Tense and 
relaxed. 

Iwao Otsuka (Nov 20, 2020) 人 格 台 感 常 ヽ 知 党 * 明暗 ・ 温暖 与 寒 
疫 * 便 和 秋 < 松 紫 * 紫 中 世 放 松 * 

Iwao Otsuka (Nov 20, 2020) JHocTp OrrIVLTeHMg, BOCIIDMTLC. 
CBeT7TOe I TeMHOe. TeTIIO  XOIOIHO. TBeDIbIM I MTKKMI. CB000IHbIM 
TyTO. HarDDKeHHpIHf DaCC7Ia07eHHbI. 

Iwao Otsuka (Nov 20, 2020) 性 格 と 感覚 、 知 覚 。 明 暗 ・ 温 冷 * 便 軟 < 
鐵 さ と きつ さ 緊 張 と リラ ックス 





Iwao Otsuka (Nov 21, 2020) Motherhood and Fatherhood. Maternal and 


paternal authority. Parents and Power. 

Iwao Otsuka (Nov 21, 2020) 母性 避 父 性 ・ 母 和 父 ・ 父母 司 朴 力 * 
Iwao Otsuka (Nov 21, 2020) MareprrcrBo OoTrrOBCTBo. MareDrHCkag 
OTLIOBCKa BIaCTb. POIMTe7IL I BaCTb. 


Iwao Otsuka (Nov 22, 2020) 母性 と 父性 ・ 母 権 と 父 権 。 親 と 権力 


Iwao Otsuka (Dec 15, 2020) Sex differences and sex discrimination. They 
cannot be eliminated. Social mitigation and compensation for them. 

Iwao Otsuka (Dec 15, 2020) 性 別 差 終 和 人 性別 岐 祝 ・ 匂 休 元 法 消除 * 対 
包 休 電 行 社会 角 解 和 社 備 

Iwao Otsuka (Dec 15, 2020) IlooBbre Da37rTdr MCKDMLMMHaLIM IIO 
TIO7IOBOMY TDM3HaKy. OHr He MOTYT ObITb YCTDaHeHbI. COLIMa7IbHOe 
CMTHeHMG I KOMITIeHCaIIH 38 HHX. 

Iwao Otsuka (Dec 15, 2020) 男女 の 性 差 と 性 差別 * それ ら は 無く せな 
い c それ ら へ の 社会 的 な 緩和 や 補償 ・ 


Iwao Otsuka (Dec 18, 2020) Mechanisms of acquired settled group 
societies. Female dominance. 

Otsuka (Dec 18, 2020) 后 天 定 居 和 群体 社会 的 机 制 ・ 女性 主 号 地 
リリ O 

Iwao Otsuka (Dec 18, 2020) Mexanrswpr 06mecTB TrDrOo0DeTeHHbIX 
OCeTbIX TDYITI. [0MHDOBaHLIe KGHILIMH. 

Iwao Otsuka (Dec 18, 2020) 後天 的 定住 集団 社会 の メカ ニズム 女性 
の 優位 性 


Iwao Otsuka (Dec 24, 2020) Ownership and non-ownership of resources. 
Their advantages and disadVantageS. 

Iwao Otsuka (Dec 24, 2020) 六 源 的 所 有 和 疾 所 有 槍 ・ 其 利 敵 ・ 
Iwao Otsuka (Dec 24, 2020) BraeHrre r He BaIeHMe DeCYDCaML. 1x 
TIDeHMYITIeCTBd I HeIOCTaTKT. 


Iwao Otsuka (Dec 24, 2020) 資源 の 所 有 と 閉所 有 ・ そ の 利点 と 欠点 * 


Iwao Otsuka (Jan 3, 2021) Wealth and poverty. The emergence of economic 
disparity. Causes and solutions. 

Iwao Otsuka (Jan 3, 2021) 財 冨 巳 芦 ・ 全 済 差 距 的 出現 ・ 原 因 和 解決 
旋法 * 

Iwao Otsuka (Jan 3, 2021) barorroyqrte I 0erHocTb. ITOgB7eHre 
9KOHOMMHJeCKOTO HeDaBeHCTBa. ITDdLHbI H DeITIeH. 

Otsuka (Jan 3, 2021) 富裕 と 貧困 * 経済 的 格差 の 発生 > その 原因 
と 解消 法 ・ 





Iwao Otsuka (Jan 4, 2021) Social delinquents. A true delinquent. The 
difference between the tw0. 

Iwao Otsuka (Jan 4, 2021) 社会 不良 分 子 * 真正 的 不良 分 子 蔽 者 之 同 
的 区 列 

Iwao Otsuka (Jan 4, 2021) Corga7sHpie TTDeCTyIrHMKr. HacTogrrMM 
IIDeCTYIHIK. Pa3HrLla Me2KIY HHMI. 


Iwao Otsuka (Jan 4, 2021) 社会 的 な 不良 者 > 真 の 不良 者 両者 の 違 


【 ヽ o 








Iwao Otsuka (Jan 8, 2021) How to enjoy game music videos. 
Iwao Otsuka (Jan 8, 2021) 如何 胡 賞 流 臣 音 朱 祝 疾 
Iwao Otsuka (Jan 8, 2021) Kak Haca 永 aTbCg ITDOBbIMH MV3bIKdJIbHbIMI 


KITIaML. 
Iwao Otsuka (Jan 8, 2021) ゲー ム 音 楽 動画 の 楽し み 方 





Iwao Otsuka (Jan 17, 2021) Life worth living. Fulfilling life. The source of 
them. 


Iwao Otsuka (Jan 17, 2021) 信 得 生活 的 生活 * 充実 的 生活 ・ 他 介 的 源 





基 ・ 
Iwao Otsuka (Jan 17, 2021) 水 rr3rHp, OCTOMHag 水 3HI. 1107THOLIeHHag 


水 M3Hb. MCTOuHMK MX. 
Iwao Otsuka (Jan 17, 2021) 生き が い 。 充実 し た 人 生 。 それ ら の 源 ・ 


私 の 書籍 の 内 容 ・ それ ら の 自動 徳 訳 の プロ セス 
に つい て 


ご 訪問 あり が と うど ご ざい ます ! 

私 は 本 の 内 容 を 疾 洲 に 改訂 し て いま す * 

その た めい ヽ ゝ 読者 の 皆様 に は ヽ 随 時 サイ ト を 訪れ て いた だ き ヽ 新刊 や 
改訂 版 の 書籍 を ダウ ン ロ ー ド し て いた だ く こ と を お 和 勧め し て いま 
す 

自動 翻 訳 に は 以下 の サー ビス を 利用 し て いま す * 


DeepL. プロ 
https://www.deepl.com/translator 


本 サー ビス は 以下 の 会 社 が 提供 し て いま す ゃ 
DeepL GmbH 
私 の 本 の 原語 は 日 本 語 で す 


私 の 本 の 自動 衝 訳 の 順序 は 以下 の 通り で す * 
日 本 語っ 英語 っ 中 国語 ^ ロ シア 語 


どう ぞ お 楽し み 下 さい ! 
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